
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙に対して後処理を行う第１の機能ユニット及び第２の機能ユニットを備え、前記第
１の機能ユニットが、用紙を前記第２の機能ユニットへ搬送するための共通搬送路と、後
処理を行う後処理部と、前記共通搬送路から分岐し、前記共通搬送路を介して搬送された
用紙を前記後処理部へ搬送する分岐搬送路と、前記用紙を前記共通搬送路から前記分岐搬
送路へ導く状態と前記第２の機能ユニットへ導く状態の一方を選択するように搬送路の切
換動作を行うフラッパと、前記フラッパを駆動する駆動手段とを有する後処理装置におい
て、
　前記第１及び第２の機能ユニットに対する電力供給を制御する電力供給手段を備え、前
記駆動手段は、前記第１の機能ユニットへの電力供給が停止されたときに電力が供給され
ず、且つ、前記フラッパはバネにより用紙を前記第２の機能ユニットへ導く状態に付勢さ
れることを特徴とする後処理装置。
【請求項２】
　前記第１または第２の機能ユニットを手動のスイッチ操作により使用禁止に設定する使
用禁止設定手 備え、前記電力供給手段は、前記 使用禁止に設
定された機能ユニットへの電力供給を停止することを特徴とする請求項１記載の後処理装
置。
【請求項３】
　前記第１の機能ユニットは前記共通搬送路上の用紙を検出するための用紙検出センサを
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段を 使用禁止設定手段により



有し、前記第１の機能ユニットが使用禁止に設定された場合、前記電力供給手段による電
力供給停止とは独立して前記用紙検出センサの作動を続行させることを特徴とする請求項
２記載の後処理装置。
【請求項４】
　画像形成装置と後処理装置とから構成され、前記後処理装置は用紙に対して後処理を行
う第１の機能ユニット及び第２の機能ユニットを備え、前記第１の機能ユニットが、用紙
を前記第２の機能ユニットへ搬送するための共通搬送路と、後処理を行う後処理部と、前
記共通搬送路から分岐し、前記共通搬送路を介して搬送された用紙を前記後処理部へ搬送
する分岐搬送路と、前記用紙を前記共通搬送路から前記分岐搬送路へ導く状態と前記第２
の機能ユニットへ導く状態の一方を選択するように搬送路の切換動作を行うフラッパと、
前記フラッパを駆動する駆動手段とを有する画像形成システムにおいて、
　前記第１及び第２の機能ユニットに対する電力供給を制御する電力供給手段を備え、前
記駆動手段は、前記第１の機能ユニットへの電力供給が停止されたときに電力が供給され
ず、且つ、前記フラッパはバネにより用紙を前記第２の機能ユニットへ導く状態に付勢さ
れることを特徴とする画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複数の機能ユニットを備える後処理装 よび画像形成システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
画像形成装置から排出された用紙に対して後処理を施す後処理装置においては、画像形成
装置から出力される用紙を一時的に蓄え、それを整合して綴じ処理などを施す。この綴じ
処理における処理形態は様々であり、用紙束の端部を綴じるステイプル処理、紙束の中心
ラインを綴じて、用紙束を２つ折りにしてパンフレットのような綴じ形態を行う製本処理
などがある。また、用紙束に表紙などの特定の紙を付けて綴じるためのインサータ機能、
ラージサイズの紙をハーフサイズの大きさにする（例えば、Ａ３をＡ４にする）ために、
Ｚ形に用紙を折るＺ折り機能、バインダに綴じるために用紙の端部にパンチ穴を開けるパ
ンチ機能なども後処理装置の機能として挙げられる。
【０００３】
最近、後処理装置においては、１つの処理機能のみを有する装置から、ユーザが広く処理
機能を選択可能なように、多くの処理機能ユニットを備えた装置へと発展しつつある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の複数の処理機能ユニットを備える後処理装置においては、それらの処理機
能ユニットを選択的に切り離すことはできず、ある処理機能ユニットにおいて故障などの
トラブルが発生した場合には、その処理機能ユニットの機能停止により他の全ての機能が
停止し、全く使用することができない状態になる。
【０００５】
　本発明の目的は、ある機能ユニットの機能停止に起因する全ての機能停止を回避するこ
とができる後処理装 よび画像形成システムを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　 発明は、 機能ユニット を備
え、前記 機能ユニッ 、用紙を 搬送するための共通搬
送路と、 前記共通搬送路から分岐し、前記共通搬送路を介して
搬送された用紙を 搬送する分岐搬送路と、前記用紙を前記共通搬送路から
前記分岐搬送路へ導く ように
搬送路の切換動作を行う と を有する後処理
装置において、前記 機能ユニットに対する電力供給を制御する電力供給手
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本 用紙に対して後処理を行う第１の 及び第２の機能ユニット
第１の トが 前記第２の機能ユニットへ
後処理を行う後処理部と、

前記後処理部へ
状態と前記第２の機能ユニットへ導く状態の一方を選択する

フラッパ 、前記フラッパを駆動する駆動手段と
第１及び第２の



段を備え、前記 手段は、前記 機能ユニットへの電力供給が停止されたときに
、

ることを特徴とする。
【００２１】
　 発明は、画像形成装置と後処理装置とから構成され、前記後処理装置は

機能ユニット を備え、前記 機能ユニッ
、用紙を 搬送するための共通搬送路と、

前記共通搬送路から分岐し、前記共通搬送路を介して搬送された用紙を
搬送する分岐搬送路と、前記用紙を前記共通搬送路から前記分岐搬送路へ導く

ように搬送路の切換動作を行う
と を有する画像形成システムにおいて、前記

機能ユニットに対する電力供給を制御する電力供給手段を備え、前記
手段は、前記 機能ユニットへの電力供給が停止されたときに

、 るこ
とを特徴とする。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態について図を参照しながら説明する。
【００３０】
図１は本発明の後処理装置の実施の一形態を含む画像形成システムの全体構成を示す模式
図である。
【００３１】
画像形成システム１０００は、図１に示すように、原稿画像を読み取るイメージリーダ２
００およびプリンタ３００から構成される画像形成装置本体と、折り装置４００と、フィ
ニッシャ５００とを備える。
【００３２】
イメージリーダ２００には、原稿給送装置１００が搭載されている。原稿給送装置１００
は、原稿トレイ上に上向きにセットされた原稿Ｐを先頭頁から順に１枚づつ左方向へ給紙
し、湾曲したパスを介してプラテンガラス１０２上を左から流し読取り位置を経て右へ搬
送し、その後外部の排紙トレイ１１２に向けて排出する。この原稿がプラテンガラス１０
２上の流し読取り位置を左から右へ向けて通過するときに、この原稿画像は流し読取り位
置に対応する位置に保持されたスキャナユニット１０４により読み取られる。この読取り
方法は、一般的に、原稿流し読みと呼ばれる方法である。具体的には、原稿が流し読取り
位置を通過する際に、原稿の読取り面がスキャナユニット１０４のランプ１０３の光で照
射され、その原稿からの反射光がミラー１０５、１０６、１０７を介してレンズ１０８に
導かれる。このレンズ１０８を通過した光は、イメージセンサ１０９の撮像面に結像する
。
【００３３】
このように流し読取り位置を左から右へ通過するように原稿を搬送することによって、原
稿の搬送方向に対して直交する方向を主走査方向とし、搬送方向を副走査方向とする原稿
読取り走査が行われる。すなわち、原稿が流し読取り位置を通過する際に主走査方向に原
稿画像を１ライン毎にイメージセンサ１０９で読み取りながら、原稿を副走査方向に搬送
することによって原稿画像全体の読取りが行われ、光学的に読み取られた画像はイメージ
センサ１０９によって画像データに変換されて出力される。イメージセンサ１０９から出
力された画像データは、後述する画像信号制御部２０２において所定の処理が施された後
にプリンタ３００の露光制御部１１０にビデオ信号として入力される。
【００３４】
なお、原稿給送装置１００により原稿をプラテンガラス１０２上に搬送して所定位置に停
止させ、この状態でスキャナユニット１０４を左から右へ走査させることにより原稿を読
み取ることも可能である。この読取り方法は、いわゆる原稿固定読みと呼ばれる方法であ
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駆動 第１の 電
力が供給されず、且つ 前記フラッパはバネにより用紙を前記第２の機能ユニットへ導く
状態に付勢され

本 用紙に対して
後処理を行う第１の 及び第２の機能ユニット 第１の
トが 前記第２の機能ユニットへ 後処理を行う後処
理部と、 前記後処
理部へ 状態
と前記第２の機能ユニットへ導く状態の一方を選択する フ
ラッパ 、前記フラッパを駆動する駆動手段と
第１及び第２の 駆動

第１の 電力が供給されず、且
つ 前記フラッパはバネにより用紙を前記第２の機能ユニットへ導く状態に付勢され



る。
【００３５】
原稿給送装置１００を使用しないで原稿を読み取るときには、まず、ユーザにより原稿給
送装置１００を持ち上げてプラテンガラス１０２上に原稿を載置し、そして、スキャナユ
ニット１０４を左から右へ走査させることにより原稿の読取りを行う。すなわち、原稿給
送装置１００を使用しないで原稿を読み取るときには、原稿固定読みが行われることにな
る。
【００３６】
プリンタ３００の露光制御部１１０は、入力されたビデオ信号に基づきレーザ光を変調し
て出力し、該レーザ光はポリゴンミラーなどにより走査されながら感光ドラム１１１上に
照射される。感光ドラム１１１には走査されたレーザ光に応じた静電潜像が形成される。
この感光ドラム１１１上の静電潜像は、現像器１１３から供給される現像剤によって現像
剤像として可視像化される。また、レーザ光の照射開始と同期したタイミングで、各カセ
ット１１４，１１５、手差給紙部１２５または両面搬送パス１２４から用紙が給紙され、
この用紙は感光ドラム１１１と転写部１１６との間に搬送される。感光ドラム１１１に形
成された現像剤像は転写部１１６により給紙された用紙上に転写される。
【００３７】
現像剤像が転写された用紙は定着部１１７に搬送され、定着部１１７は用紙を熱圧するこ
とによって現像剤像を用紙上に定着させる。定着部１１７を通過した用紙はフラッパ１２
１および排出ローラ１１８を経てプリンタ３００から外部（折り装置４００）に向けて排
出される。
【００３８】
ここで、用紙をその画像形成面が下向きになる状態（フェイスダウン）で排出するときに
は、定着部１１７を通過した用紙をフラッパ１２１の切換動作により一旦反転パス１２２
内に導き、その用紙の後端がフラッパ１２１を通過した後に、用紙をスイッチバックさせ
て排出ローラ１１８によりプリンタ３００から排出する。以下、この排紙形態を反転排紙
と呼ぶ。この反転排紙は、原稿給送装置１００を使用して読み取った画像を形成するとき
またはコンピュータから出力された画像を形成するときなどのように先頭頁から順に画像
形成するときに行われ、その排紙後の用紙順序は正しい頁順になる。
【００３９】
また、手差給紙部１２５からはＯＨＰシートなどの硬い用紙が給紙され、この用紙に画像
を形成するときには、用紙を反転パス１２２に導くことなく、画像形成面を上向きにした
状態（フェイスアップ）で排出ローラ１１８により排出する。
【００４０】
さらに、用紙の両面に画像形成を行う両面記録が設定されている場合には、フラッパ１２
１の切換動作により用紙を反転パス１２２に導いた後に両面搬送パス１２４へ搬送し、両
面搬送パス１２４へ導かれた用紙を上述したタイミングで感光ドラム１１１と転写部１１
６との間に再度給紙する制御が行われる。
【００４１】
プリンタ３００から排出された用紙は折り装置４００に送られる。この折り装置４００は
、用紙をＺ形に折りたたむ処理を行う。例えば、Ａ３サイズやＢ４サイズのシートでかつ
折り処理が指定されているときには、折り装置４００で折り処理を行い、それ以外の場合
、プリンタ３００から排出された用紙は折り装置４００を通過してフィニッシャ５００に
送られる。このフィニッシャ５００には、画像が形成された用紙に挿入するための表紙、
合紙などの特殊用紙を給送するインサータ９００が設けられている。フィニッシャ５００
では、製本処理、綴じ処理や穴あけなどの各処理を行う。
【００４２】
次に、本画像形成装置全体の制御を司るコントローラの構成について図２を参照しながら
説明する。図２は図１の画像形成システム全体の制御を司るコントローラの構成を示すブ
ロック図である。
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【００４３】
コントローラは、図２に示すように、ＣＰＵ回路部１５０を有し、ＣＰＵ回路部１５０は
、ＣＰＵ（図示せず）、通信ＩＣ（図示せず）、ＲＯＭ１５１、ＲＡＭ１５２を内蔵し、
ＲＯＭ１５１に格納されている制御プログラムにより各ブロック１０１，１５３，２０１
，２０２，２０９，３０１，４０１，５０１を総括的に制御する。ＲＡＭ１５２は、制御
データを一時的に保持し、また制御に伴う演算処理の作業領域として用いられる。
【００４４】
原稿給送装置制御部１０１は、原稿給送装置１００をＣＰＵ回路部１５０からの指示に基
づき駆動制御する。イメージリーダ制御部２０１は、上述のスキャナユニット１０４、イ
メージセンサ１０９などに対する駆動制御を行い、イメージセンサ１０９から出力された
アナログ画像信号を画像信号制御部２０２に転送する。
【００４５】
画像信号制御部２０２は、イメージセンサ１０９からのアナログ画像信号をデジタル信号
に変換した後に各処理を施し、このデジタル信号をビデオ信号に変換してプリンタ制御部
３０１に出力する。また、コンピュータ２１０から外部Ｉ／Ｆ２０９を介して入力された
デジタル画像信号に各種処理を施し、このデジタル画像信号をビデオ信号に変換してプリ
ンタ制御部３０１に出力する。この画像信号制御部２０２による処理動作は、ＣＰＵ回路
部１５０により制御される。プリンタ制御部３０１は、入力されたビデオ信号に基づき上
述の露光制御部１１０を駆動する。
【００４６】
操作部１５３は、画像形成に関する各種機能を設定する複数のキー、設定状態を示す情報
を表示するための表示部などを有し、各キーの操作に対応するキー信号をＣＰＵ回路部１
５０に出力するとともに、ＣＰＵ回路部１５０からの信号に基づき対応する情報を表示部
に表示する。
【００４７】
折り装置制御部４０１は折り装置４００に搭載され、フィニッシャ制御部５０１と情報の
やり取りを行うことによって折り装置全体の駆動制御を行う。
【００４８】
フィニッシャ制御部５０１はフィニッシャ５００に搭載され、ＣＰＵ回路部１５０と情報
のやり取りを行うことによってフィニッシャ全体の駆動制御を行う。この制御内容につい
ては後述する。
【００４９】
次に、折り装置４００およびフィニッシャ５００の構成について図３および図４を参照し
ながら説明する。図３は図１の折り装置４００およびフィニッシャ５００の構成を示す図
、図４は図１の折り装置４００およびフィニッシャ５００を処理機能毎に複数のユニット
分割した例を示す図である。
【００５０】
折り装置４００は、図３に示すように、プリンタ３００から排出された用紙を導入し、フ
ィニッシャ５００側に導くための折り搬送水平パス４０２を有する。折り搬送水平パス４
０２上には、搬送ローラ対４０３および搬送ローラ対４０４が設けられている。また、折
り搬送水平パス４０２の出口部（フィニッシャ５００側）には、折りパス選択フラッパ４
１０が設けられている。この折りパス選択フラッパ４１０は、折り搬送水平パス４０２上
の用紙を折りパス４２０またはフィニッシャ側５００に導くための切換動作を行う。
【００５１】
ここで、折り処理を行う場合には、折りパス選択フラッパ４１０がオンされ、用紙が折り
パス４２０に導かれる。折りパス４２０に導かれた用紙は、折りローラ４２１まで搬送さ
れてＺ形に折りたたまれる。これに対し、折り処理を行わない場合には、折りパス選択フ
ラッパ４１０がオフされ、用紙はプリンタ３００から折り搬送水平パス４０２を介してフ
ィニッシャ５００に直接に送られる。
【００５２】
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フィニッシャ５００は、折り装置４００を介して排出された用紙を順に取り込み、取り込
んだ複数の用紙を整合して１つの束に束ねる処理、束ねた用紙束の後端をステイプルで綴
じるステイプル処理、取り込んだ用紙の後端付近に孔あけをするパンチ処理、ソート処理
、ノンソート処理、製本処理などの各シート後処理を行う。
【００５３】
フィニッシャ５００は、図３に示すように、プリンタ３００から折り装置４００を介して
排出された用紙を内部に導くための入口ローラ対５０２を有する。この入口ローラ対５０
２の下流には、用紙をフィニッシャパス５５２または第１製本パス５５３に導くための切
換フラッパ５５１が設けられている。
【００５４】
フィニッシャパス５５２に導かれた用紙は、搬送ローラ対５０３を介してバッファローラ
５０５に向けて送られる。搬送ローラ対５０３とバッファローラ５０５は、正逆転可能に
構成されている。
【００５５】
入口ローラ対５０２と搬送ローラ対５０３間には、入口センサ５３１が設けられている。
また、入口センサ５３１の用紙搬送方向上流近傍においては、第２製本パス５５４がフィ
ニッシャパス５５２から分岐している。以下、この分岐点を分岐Ａと呼ぶ。この分岐Ａは
、入口ローラ対５０２から搬送ローラ対５０３に用紙を搬送するための搬送路への分岐を
成すが、搬送ローラ対５０３が逆転して用紙を搬送ローラ対５０３側から入口センサ５３
１側に搬送する際には、第２製本パス５５４側のみに搬送されるワンウェイ機構を有する
分岐を成す。
【００５６】
搬送ローラ対５０３とバッファローラ５０５間には、パンチ５５０が設けられており、パ
ンチ５５０は必要に応じて動作し、搬送されてきた用紙の後端付近に穿孔する。
【００５７】
バッファローラ５０５は、その外周に送られた用紙を所定枚数積層して巻き付け可能なロ
ーラであって、必要に応じてこのローラの外周には各押下コロ５１２，５１３，５１４に
より巻き付けられる。バッファローラ５０５に巻き付けられた用紙はバッファローラ５０
５の回転方向に搬送される。
【００５８】
押下コロ５１３，５１４間には切換フラッパ５１０が配置されており、押下コロ５１４の
下流には切換フラッパ５１１が配置されている。切換フラッパ５１０はバッファローラ５
０５に巻き付けられた用紙をバッファローラ５０５から剥離してノンソートパス５２１、
またはソートパス５２２に導くためのフラッパであり、切換フラッパ５１１はバッファロ
ーラ５０５に巻き付けられた用紙をバッファローラ５０５から剥離してソートパス５２２
に、またはバッファローラ５０５に巻き付けられた用紙を巻き付けられた状態でバッファ
パス５２３に導くためのフラッパである。
【００５９】
切換フラッパ５１０によりノンソートパス５２１に導かれた用紙は、排出ローラ対５０９
を介してサンプルトレイ７０１上に排紙される。ノンソートパス５２１の途中には、ジャ
ム検出などのための排紙センサ５３３が設けられている。
【００６０】
切換フラッパ５１０によりソートパス５２２に導かれた用紙は、搬送ローラ５０６，５０
７を介して中間トレイ（以下、処理トレイという）６３０上に積載される。中間トレイ６
３０上に束状に積載された用紙は、必要に応じて整合処理、スティプル処理などが施され
た後に、排出ローラ６８０ａ，６８０ｂによりスタックトレイ７００上に排出される。処
理トレイ６３０上に束状に積載された用紙を綴じるステイプル処理には、ステイプラ６０
１が用いられる。また、スタックトレイ７００は、上下方向に自走可能に構成されている
。
【００６１】
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第１製本パス５５３、第２製本パス５５４からの用紙は、搬送ローラ対８１３によって収
納ガイド８２０に収納され、さらに用紙先端が可動式のシート位置決め部材８２３に接す
るまで搬送される。搬送ローラ対８１３の上流側には、製本入口センサ８１７が配置され
ている。また、収納ガイド８２０の途中位置には、２対のステイプラ８１８が設けられて
おり、このステイプラ８１８はそれに対向するアンビル８１９と協働して用紙束の中央を
綴じるように構成されている。
【００６２】
ステイプラ８１８の下流位置には、折りローラ対８２６が設けられている。折りローラ対
８１６の対向位置には、突出し部材８２５が設けられている。この突出し部材８２５を収
納ガイド８２０に収納された用紙束に向けて突き出すことにより、この用紙束は折りロー
ラ対８２６間に押し出され、この折りローラ対８２６によって折りたたまれた後に、折り
紙排紙ローラ８２７を介してサドル排出トレイ８３２に排出される。折り紙排紙ローラ８
２７の下流側には、製本排紙センサ８３０が配置されている。
【００６３】
また、ステイプラ８１８で綴じられた用紙束を折る場合には、ステイプル処理終了後に用
紙束のステイプル位置が折りローラ対８２６の中央位置になるように、位置決め部材８２
３を所定距離分下降させる。
【００６４】
インサータ９００は、フィニッシャ５００の上部に設けられ、トレイ９０１上に積載され
た表紙、合紙を成す用紙束を順次分離し、フィニッシャパス５５２、または製本パス５５
３に搬送する。ここで、インサータ９００のトレイ９０１上には、特殊用紙が操作者から
見て正視状態で積載される。すなわち、特殊用紙はその表面が上に向けられた状態でトレ
イ９０１上に積載される。
【００６５】
このトレイ９０１上の特殊用紙は、給紙ローラ９０２によって、搬送ローラ９０３および
分離ベルト９０４からなる分離部に搬送され、最上位紙から１枚づつ順次分離されて搬送
される。給紙ローラ９０２と搬送ローラ９０３との間には、レジストシャッタ９１０が設
けられている。
【００６６】
この分離部下流側には引き抜きローラ対９０５が配置され、この引き抜きローラ対９０５
により分離された特殊用紙は、安定して搬送パス９０８に導かれる。引き抜きローラ対９
０５の下流側には給紙センサ９０７が設けられ、また給紙センサ９０７と入口ローラ対５
０２との間には、搬送パス９０８上の特殊用紙を入口ローラ対５０２に導くための搬送ロ
ーラ９０６が設けられている。インサータ９００からの搬送パス９０８は、入口ローラ対
５０２の上流で、折り装置４００からの搬送パスと合流する。
【００６７】
本実施の形態では、図４に示すように、フィニッシャ５００および折り装置４００を、所
定の処理機能毎に複数のユニットに区分けする。具体的には、用紙をサンプトレイ７０１
上に積載するためのサンプルトレイユニット２０３０、バインダに綴じるための穴を用紙
の端部に開けるためのパンチャユニット２０４０、用紙の表表紙、裏表紙などの特殊用紙
を用紙束中に挿入するためのインサータユニット２０５０、Ｚ折りするための折り機ユニ
ット２０６０、用紙束の中心ラインを綴じた後に山折りにしてパンフレットのような綴じ
形態を行う製本処理を行うためのサドルステッチャユニット２０７０、必要に応じて用紙
束の端部と綴じるステイプル処理を行うとともに、用紙を積載するステイプルスタックユ
ニット３０００の各ユニットに区分けすることが可能である。ここで、パンチャユニット
２０４０は、パンチ５５０などから構成されるユニットであって、該ユニットは、ステイ
プルスタックユニット３０００に含まれる。
【００６８】
また、本実施の形態では、各ユニットに対して用紙を導く搬送路を共通搬送路と分岐搬送
路とにより構成する。ここでは、折り装置４００において搬送ローラ対４０３、４０４、
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折り水平パス４０２によって折り共通搬送部を、フィニッシャ５００において入口ローラ
対５０２、フィニッシャパス５５２によってサドル共通搬送部を共通搬送路としてそれぞ
れ構成する。これに対して、折りパス４２０、第 1製本パス５５３、インサータ搬送パス
９０８、ソートパス５５２などは分岐搬送路として構成される。
【００６９】
このように、折り共通搬送部、サドル共通搬送部などの共通搬送路を介して、折り処理部
、製本処理部（サドル処理部）、ステイプル－スタック処理部などの個々の機能ユニット
を直列に接続することで、シンプルなパス構成を実現することが可能となる。さらに、共
通搬送路は、各ユニット内に含まれるように構成することで、各ユニットの他に、搬送路
ユニットなどを設ける必要が無く、小型化された装置の実現が可能となる。
【００７０】
さらに、本実施の形態は、上記ユニットの処理機能を有効、無効に設定し、その設定状態
を検出するとともに、各ユニットの実装の有無を検出するユニット接続状態検出機能を有
する。
【００７１】
このユニット接続状態検出機能の構成について図５ないし図７を参照しながら説明する。
図５は図１の画像形成システムにおけるユニット接続状態検出機能の構成を示すブロック
図、図６はユニット接続状態検出機能の構成をさらに詳細に示すブロック図、図７はユニ
ット接続状態検出機能における折り機ユニットに対する構成の詳細を示すブロック図であ
る。
【００７２】
ユニット接続状態検出機能の機構は、図５に示すように、各ユニット２０３０～２０７０
の処理機能を有効または無効に設定するための機能切離ＳＷ部２０１０と、ユニット接続
ＳＷ部２０２０と、各ユニット２０３０～２０７０の処理機能が有効に設定されているか
無効に設定されているかを検出する設定状態検出および各ユニット２０３０～２０７０の
実装の有無を検出する実装状態検出を行うコントローラ部２０００とを有する。ここで、
コントローラ部２０００は、フィッシャ制御部５０１（図２に示す）に含まれる。
【００７３】
機能切離ＳＷ部２０１０は信号ケーブル２０８０を介して各ユニット２０３０～２０７０
と接続され、コントローラ部２０００は信号ケーブル２０９０を介して各ユニット２０３
０～２０７０と接続される。信号ケーブル２０８０の各信号線は、ユニット接続ＳＷ部２
０２０を通して各ユニット２０３０～２０７０に至り、各ユニット２０３０～２０７０を
介して信号ケーブルの各信号線に接続される。また、機能切離ＳＷ部２０１０は、コント
ローラ部２０００から信号線２０２３を介して入力される制御信号により各ユニットに対
する設定を自動的に切換可能なように構成されている。
【００７４】
ユニット接続ＳＷ部２０２０は、信号ケーブル２０８０とユニットを介して接続される信
号ケーブル２０９０により形成される設定状態検出用信号経路を実装状態検出用信号経路
として使用可能にするための切換動作を行う。このユニット接続ＳＷ部２０２０の切換動
作はコントローラ部２０００から信号線２０２１を介して入力される制御信号により制御
される。
【００７５】
このユニット接続状態検出機能における各ブロックの構成を詳細に説明すると、図６に示
すように、機能切離ＳＷ部２０１０には、５極のデイップスイッチ２０１１が設けられ、
デイップスイッチ２０１１は、各ユニット２０３０～２０７０にそれぞれ対応する複数の
スイッチＳＷ１～ＳＷ５から構成されている。デイップスイッチ２０１１の各スイッチＳ
Ｗ１～ＳＷ５においては、その一方の端子が信号ケーブル２０８０に含まれる信号線２０
８１～２０８５を介して各ユニット２０３０～２０７０のコネクタ２０３１，２０４１，
２０５１，２０６１，２０７１の一方の端子にそれぞれ接続され、他方の端子はグランド
に接続されている。
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【００７６】
各ユニット２０３０～２０７０のコネクタ２０３１，２０４１，２０５１，２０６１，２
０７１においては、その一方の端子と他方の端子とが内部接続され、その他方の端子は対
応する信号ケーブル２０９０の信号線２０９１～２０９５に接続される。これにより、各
信号線２０９１～２０９５は対応するコネクタ２０３１，２０４１，２０５１，２０６１
，２０７１を介して対応する信号ケーブル２０８０の信号線２０８１～２０８５に接続さ
れ、各信号線２０８１～２０８５、信号線２０９１～２０９５およびそれぞれを接続する
コネクタ２０３１，２０４１，２０５１，２０６１，２０７１は、互いに協働して設定状
態検出用信号経路を形成する。デイップスイッチ２００１は、コントローラ部２０００の
ＣＰＵ２００９から信号線２０２３を介して入力される制御信号に基づき各スイッチＳＷ
１～ＳＷ５の開閉動作を制御可能に構成されている。
【００７７】
ユニット接続ＳＷ部２０２０は、各信号線２０８１に一端が接続される抵抗Ｒ１、抵抗Ｒ
１の他端にアノードが接続されるダイオードＤ１を有し、ダイオードＤ１のカソードはト
ランジスタＴｒのコレクタに接続される。トランジスタＴｒのエミッタはグランドに接続
され、そのベースは信号線２０２１に接続される。同様に、各信号線２０８２～２０８５
に対して抵抗Ｒ２～Ｒ５、ダイオードＤ２～Ｄ５が接続され、各ダイオードＤ２～Ｄ５の
カソードはトランジスタＴｒのコレクタに接続される。トランジスタＴｒは、コントロー
ラ部２０００から信号線２０２１を介して入力される制御信号に基づきオン、オフ動作を
行い、オン動作により、デイップスイッチ２０１１の各スイッチＳＷ１～ＳＷ５が無効に
されて上記設定状態検出用信号経路が実装状態検出用信号経路として使用可能になるよう
に切り換えられることになる。
【００７８】
コントローラ部２０００は、各個別ユニット検出回路２００１～２００５と、ＣＰＵ２０
０９とを有する。各個別ユニット検出回路２００１～２００５は、対応する信号線２０９
１～２０９５に接続され、対応する信号線２０９１～２０９５から得られる信号に基づき
各ユニット２０３０～２０７０の処理機能に対する有効、無効の設定および各ユニット２
０３０～２０７０の実装の有無を検出する。
【００７９】
ここで、各個別ユニット検出回路２００１～２００５の回路構成について個別ユニット検
出回路２００４を例にして説明すると、個別ユニット検出回路２００４は、図７に示すよ
うに、コンパレータ２００８を有し、コンパレータ２００８は、信号線２０９４から入力
された電圧と基準電源ＥＳ１からの基準電圧とを比較し、その比較に応じた信号を出力す
る。個別ユニット検出回路２００４においては、信号線２０９４に抵抗Ｒ１２を介して定
電圧電源Ｖｒが接続される。また、基準電源ＥＳ１の電圧は、後述する電圧Ｖｈ、電圧Ｖ
ｍ、電圧Ｖｌに対して次の（１）式で示す関係を満足するように設定されている。
【００８０】
Ｖｈ＞ＥＳ１＞Ｖｍ＞Ｖｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１）
他の個別ユニット検出回路は、個別ユニット検出回路２００２と同じ構成を有し、その構
成についての説明はここでは省略する。
【００８１】
ＣＰＵ２００９は、図６に示すように、各個別検出ユニット２００１～２００５にそれぞ
れ接続される複数の入力ポートＰｉｎａ～Ｐｉｎｅと、出力ポートＰｏｕｔとを有し、各
個別ユニット検出回路２００１～２００５から対応する入力ポートＰｉｎａ～Ｐｉｎｅを
介して入力される信号のレベルに基づき各ユニット２０３０～２０７０に対する処理機能
の有効、無効の設定を判別する。これにより、コントローラ部２０００は、処理機能が有
効に設定されているユニットのみを用いた後処理を選択可能な後処理として設定する。
【００８２】
また、ＣＰＵ２００９は、各ユニット２０３０～２０７０の実装状態検出を行う際には、
出力ポートＰｏｕｔから信号線２０２１を介してトランジスタＴｒを駆動するための制御
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信号を出力する。具体的には、実装状態検出を行う際に、トランジスタＴｒをオン動作さ
せるための制御信号を出力する。このトランジスタＴｒがオン動作すると、上述したよう
に、上記設定状態検出用信号経路が実装状態検出用信号経路として使用可能になるように
切り換えられ、各個別ユニット検出回路２００１～２００５はこの実装状態検出用信号経
路から得られる信号に基づき各ユニット２０３０～２０７０の実装の有無を検出する。Ｃ
ＰＵ２００９は、この各個別ユニット検出回路２００１～２００５による検出結果から各
ユニット２０３０～２０７０の実装の有無を判別することができる。
【００８３】
次に、設定状態検出について折り機ユニット２０６０を例にして図７を参照しながら説明
する。ここで、まず物理的に接続されている折り機ユニット２０６０に故障などの不具合
が発生し、折り機ユニット２０６０の処理機能を無効に設定する場合を想定する。この場
合、機能切離ＳＷ部２０１０のデイップスイッチ２０１１のＳＷ４がオフされる。ここで
、ユニット接続ＳＷ部２０２０のトランジスタＴｒはオフ動作状態にあるとすると、個別
ユニット検出回路２００４には信号線２０９４を介して定電圧電源Ｖｒの電圧にほぼ等し
い電圧Ｖｈが入力される。ここで、基準電源ＥＳ１の電圧はこの電圧Ｖｈより小さく設定
されているから、個別ユニット検出回路２００４は、入力された電圧Ｖｈにより、Ｈレベ
ルの信号を出力する。ＣＰＵ２００９は、Ｈレベルの信号が入力されたことにより、折り
機ユニット２０６０の処理機能が無効に設定されていると判別する。
【００８４】
これに対し、ユニット接続ＳＷ部２０２０のトランジスタＴｒはオフ動作状態にあって、
機能切離ＳＷ部２０１０のデイップスイッチ２０１１のＳＷ４がオンされているときには
、個別ユニット検出回路２００４には信号線２０９４を介してグランド電位にほぼ等しい
電圧Ｖｌが入力される。ここでは、基準電源ＥＳ１の電圧はこの電圧Ｖｌより大きく設定
されているから、個別ユニット検出回路２００４は、Ｌレベルの信号をＣＰＵ２００９に
出力し、ＣＰＵ２００９はこのＬレベルの信号に基づき折り機ユニット２０６０の処理機
能が有効に設定されていると判別する。
【００８５】
機能切離ＳＷ部２０１０のデイップスイッチ２０１１のスイッチＳＷ４がオフまたはオン
の状態でユニット接続ＳＷ部２０２０のトランジスタＴｒがオン動作している場合には、
個別ユニット検出回路２００４には信号線２０９４を介して電圧Ｖｍが入力される。この
電圧Ｖｍは、コントローラ回路部２０００の定電圧電源Ｖｒを接続する抵抗Ｒ１２とユニ
ット接続ＳＷ部２０２０内の抵抗Ｒ４による分圧と、ダイオードＤ４のフォワード電圧と
で決定される値である。ここでは、基準電源ＥＳ１の電圧はこの電圧Ｖｍより大きく設定
されているから、個別ユニット検出回路２００４は、Ｌレベルの信号をＣＰＵ２００９に
出力し、ＣＰＵ２００９はこのＬレベルの信号に基づき折り機ユニット２０６０が実装さ
れていると判別する。このように、トランジスタＴｒがオンすると、スイッチＳＷ４のオ
ン、オフに関係なく、折り機ユニット２０６０の実装の有無を検出、判別することができ
る。これに対し、折り機ユニット２０６０が物理的に接続されていないときには、個別ユ
ニット検出回路２００４に入力される信号の電圧がＶｈになるから、ＣＰＵ２００９には
Ｈレベルの信号が入力され、ＣＰＵ２００９はこのＨレベルの信号に基づき折り機ユニッ
ト２０６０が実装されていないと判別する。
【００８６】
なお、他のユニットに対しても、折り機ユニット２０６０と同様に、その処理機能の有効
、無効の設定を検出することができるとともに、実装状態の有無を検出することができる
。
【００８７】
次に、各ユニットの電力供給構成について説明する。各ユニット２０３０～２０７０には
、電力で駆動される搬送モータ、ソレノイドなどの駆動源が含まれているユニットがある
。このよう駆動源を含むユニットにおいては、機能の有効、無効の設定に応じて駆動源へ
の電力供給を行う電力供給回路が設けられている。このような電力供給回路を有するユニ
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ットについて折り機ユニット２０６０を例にして説明すると、図７に示すように、折り機
ユニット２０６０は、ＯＰアンプ２０６２を有し、ＯＰアンプ２０６２は、コネクタ２０
６１を介して入力される信号の電圧と基準電圧ＥＳ２からの電圧を比較しこの比較結果に
応じた信号を出力する。ここで、基準電圧ＥＳ２は、後述する電圧Ｖｍと電圧Ｖｌとに対
して次の関係式（２）を満足するように設定されている。
【００８８】
Ｖｍ＞ＥＳ２＞Ｖｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（２）
ＯＰアンプ２０６２からの出力信号は、制御信号としてスイッチ回路２０６４およびソレ
ノイド２０６６への電力供給を行うためのＯＰアンプ２０６５に出力する。ここでソレノ
イド２０６６は、折り選択フラッパ４１０を駆動するためのソレノイドである。また、折
りパス４２０に導かれた用紙を搬送するための搬送ローラ対（図示せず）や用紙を折るた
めの折りローラ４２１を駆動する折り搬送モータ（図示せず）は、スイッチ回路２０６４
を介して供給されるＶｓを使用して駆動されるように構成されている。すなわち、ユニッ
トが物理的に接続されているすなわちそのコネクタが各信号ケーブル２０８０，２０９０
の信号線に接続されているときには、デイップスイッチ２０１１の対応するスイッチの操
作による処理機能の有効、無効の設定に応じて電力供給を制御するように構成されている
。
【００８９】
なお、図示していないが、サドルステッチャユニット２０７０の製本パス選択フラッパ５
５１を切り換えるためのソレノイドの駆動回路は、このソレノイドＳＬの駆動回路と同様
に構成されている。
【００９０】
さらに、折り機ユニット２０６０においては、ＯＰアンプ２０６２の制御を受けずに直接
供給されるメイン電源ＶＭを使用して折り搬送水平パス４０２の搬送ローラ対４０３，４
０４を駆動するためのモータ２１６０を駆動する駆動回路が設けられている。この駆動回
路は、ＯＰアンプ２０６７から構成される。また、同様にＯＰアンプ２０６２によりメイ
ン電源ＶＭを使用して折り水平パスセンサ４０５を駆動するように構成されている。
【００９１】
これにより、ＯＰアンプ２０６２により折り機ユニット２０６０への電源供給を遮断した
としても、実際には、モータ２１６０を駆動し、折り水平パスセンサ４０５を作動させる
ことが可能になり、折り搬送水平パス４０２に沿って用紙を搬送することができるととも
に、折り搬送水平パス４０２内の用紙の有無を検知することができる。よって、電源供給
を遮断した状態で、折り搬送水平パス４０２内でのジャム検知や折り搬送水平パス４０２
を用紙が通過したタイミングを検出することが可能になる。
【００９２】
次に、ＣＰＵ２００９による設定状態検出および実装状態検出について説明すると、ＣＰ
Ｕ２００９は、まず処理機能の設定状態検出を行う。この設定状態検出では、ＣＰＵ２０
０９の出力ポートＰｏｕｔを「Ｌ」に設定し、ユニット接続ＳＷ部２０２０内のトランジ
スタＴｒがオフの状態で、ＣＰＵ２００９の各入力ポートＰｉｎａ～Ｐｉｎｅの論理レベ
ルを読み込む。
【００９３】
ここで例えば図６に示す接続状態において、サンプルトレイユニット２０３０に関しては
、機能切離ＳＷ部２０１０内のディップスイッチ２０１１のＳＷ１が閉じた状態にあって
かつサンプルトレイユニット２０３０内のコネクタ２０３１が接続状態にあるから、入力
ポートＰｉｎａには、論理レベルとしては「Ｌ」が入力される。パンチャユニット２０４
０に関しては、機能切離ＳＷ部２０１０内のディップスイッチ２０１１のスイッチＳＷ２
が閉じた状態でかつパンチャユニット２０４０内のコネクタ２０４１が離間状態にあるの
で、入力ポートＰｉｎｂには、論理レベルとしては「Ｈ」が入力される。インサータユニ
ット２０５０に関しては、機能切離ＳＷ部２０１０内のディップスイッチ２０１１のスイ
ッチＳＷ３が閉じた状態でかつインサータユニット２０５０内のコネクタ２０５１が接続
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状態にあるから、入力ポートＰｉｎｃには、論理レベルとしては「Ｈ」が入力される。折
り機ユニット２０６０に関しては、機能切離ＳＷ部２０１０内のディップスイッチ２０１
１のスイッチＳＷ４がオープン状態でかつ折り機ユニット２０６０内のコネクタ２０６１
が離間状態にあるから、入力ポートＰｉｎｄには、論理レベルとしては「Ｈ」が入力され
る。サドルステチャユニット２０７０に関しては、入力ポートＰｉｎａと同様に、入力ポ
ートＰｉｎｅに論理レベルとして「Ｌ」が入力される。
【００９４】
次いで、各ユニットの実装状態検出が行われる。この実装状態を検出する際、ＣＰＵ２０
０９は出力ポートＰｏｕｔを「Ｈ」に設定し、ユニット接続ＳＷ部２０２０内のトランジ
スタＴｒをオン動作させる。そして、トランジスタＴｒがオン動作している状態で、ＣＰ
Ｕ２００９は、各入力ポートＰｉｎａ～Ｐｉｎｅの論理レベルを読み込む。図６に示す接
続状態の場合、サンプルトレイユニット２０３０に関しては、コネクタ２０３１が接続状
態にあるから、入力ポートＰｉｎａには、論理レベルとして「Ｌ」が入力される。入力ポ
ートＰｉｎｂには、パンチャユニット２０４０内のコネクタ２０４１が離間状態にあるか
ら、論理レベルとしては「Ｈ」が入力される。入力ポートＰｉｎｃには、インサータユニ
ット２０５０内のコネクタ２０５１が接続状態にあるから、論理レベルとしては「Ｌ」が
入力される。入力ポートＰｉｎｄには、折り機ユニット２０６０内のコネクタ２０６１が
離間状態にあるので、論理レベルとしては「Ｈ」が入力される。入力ポートＰｉｎｅには
、入力ポートＰｉｎａと同様に、論理レベルとして「Ｌ」が入力される。
【００９５】
そして、ＣＰＵ２００９は、処理機能の設定状態に関する検出結果および実装状態に関す
る検出結果とから、サンプルトレイユニット２０３０、パンチャユニット２０４０、イン
サータユニット２０５０、折り機ユニット２０６０、サドルステッチャユニット２０７０
の各ユニットに対する実装の有無、処理機能の有効、無効の設定を判別する。
【００９６】
ここで、上記図６に示す接続状態に対する検出結果からは、サンプルトレイユニット２０
３０に関しては、「ユニット有、機能有効」と判別される。パンチャユニット２０４０に
関しては「ユニット無」と判別される。インサータユニット２０５０に関しては、「ユニ
ット有、機能無効」と判別される。折り機ユニット２０６０に関しては、「ユニット無」
と判別される。サドルステッチャユニット２０７０に関しては、「ユニット有、機能有効
」と判別される。
【００９７】
さらに、ＣＰＵ２００９は、後述するように、画像形成装置本体（ＣＰＵ回路部１５０）
から指示される動作モードに使用しないユニットを判別し、この使用しないユニットに対
応するデイップスイッチ２００１のスイッチのオフを指示する制御信号を信号線２０２３
を介して出力する。例えば、製本モードを行わないときには、折り機ユニット２０６０を
使用しないユニットとして判別し、この折り機ユニット２０６０に対応するスイッチＳＷ
４のオフを指示する制御信号を出力する。これにより、折り機ユニット２０６０の処理機
能が無効に設定され、折り機ユニット２０６０は、コネクタ２０６１を介して得られる信
号レベルに基づき電力供給を停止する。このように１つのジョブにおいて使用されないユ
ニットを判別し、その未使用のユニットに対する電力供給を停止することにより、無駄な
電力消費を抑えることができる。
【００９８】
次に、フィニッシャ５００の動作について図８を参照しながら説明する。図８は図３のフ
ィッシャの動作手順を示すフローチャートである。
【００９９】
まず、ステップＳ２０１において操作部１５３のスタートキーの押下に伴うフィニシャス
タート信号がオンするのを待ち、このフィニッシャスタート信号がオンされると、ステッ
プＳ２０２に進み、各駆動系へ電力供給開始を指示するための通電開始指示信号を出力し
、入口モータの駆動を開始する。
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【０１００】
次いで、ステップＳ２０３に進み、インサータ９００からの給紙要求があるか否かを判定
し、この給紙要求があると、ステップＳ２０４でインサータユニット２０５０への電源供
給を開始し、続くステップＳ２０５で、インサータ前給紙処理を行う。そしてステップＳ
２０６に進む。また、上記ステップＳ２０３でインサータ給紙要求がないと判定されると
、上記ステップＳ２０４およびステップＳ２０５をスキップしてステップＳ２０６に進む
。
【０１０１】
ステップＳ２０６では、画像形成装置本体（ＣＰＵ回路部１５０）に対して給紙信号を出
力し、続くステップＳ２０７で、画像形成装置本体から要求された動作モードが折りモー
ドであるか否かを判定する。要求された動作モードが折りモードであるときには、ステッ
プＳ２０８に進み、折り機ユニット２０６０への電源供給を開始し、続くステップＳ２０
９で折り処理を実行する。そして上記ステップＳ２０１に戻る。要求された動作モードが
折りモードでないときには、ステップＳ２１０に進む。
【０１０２】
ステップＳ２１０では、画像形成装置本体から要求された動作モードが製本モードである
か否かを判定する。要求された動作モードが製本モードであるときには、ステップＳ２１
１に進み、サドルステッチャユニット２０７０への電源供給を開始し、続くステップＳ２
１２で製本処理を実行する。そして上記ステップＳ２０１に戻る。要求された動作モード
が製本モードでないときには、ステップＳ２１３に進む。
【０１０３】
ステップＳ２１３では、画像形成装置本体から要求された動作モードがパンチモードであ
るか否かを判定する。要求された動作モードがパンチモードであるときには、ステップＳ
２１４に進み、パンチャユニット２０４０への電源供給を開始し、続くステップＳ２１５
でパンチ処理を実行する。そしてステップＳ２１６に進む。
【０１０４】
ステップＳ２１６では、画像形成装置本体から要求された動作モードにおける仕分モード
の判別する。仕分けモードがノンソートモードであるときには、ステップＳ２１７に進み
、ノンソート処理を行う。そして入口モータをオフし、上記ステップＳ２０１に戻る。仕
分けモードがソートモードであるときには、ステップＳ２１８に進み、ソート処理を行い
、ステップＳ２２０で入口モータをオフした後に上記ステップＳ２０１に戻る。仕分けモ
ードがステイプルソートモードであるときには、ステップＳ２１９に進み、ステイプルソ
ート処理を行い、ステップＳ２２０で入口モータをオフした後に上記ステップＳ２０１に
戻る。
【０１０５】
ここで、上記ステップＳ２０１においてフィニッシャスタート信号のオンを待つ待機状態
においては、各ユニット（サンプルトレイユニット２０３０、パンチャユニット２０４０
、インサータユニット２０５０、折り機ユニット２０６０、サドルステッチャユニット２
０７０）の電力供給を遮断する。これにより、各ユニットでの消費電力がなくなり、フィ
ニッシャ５００の待機状態における消費電力を最小限に抑えることができる。
【０１０６】
また、インサータユニット２０５０、折り機ユニット２０６０、サドルステッチャユニッ
ト２０７０に対しては、そのユニットの使用が指定された時点で電力供給を開始するよう
に構成されているから、消費電力の低減を図ることができる。
【０１０７】
本実施の形態では、上述したように、折り装置４００において搬送ローラ対４０３、４０
４、折り搬送水平パス４０２によって折り共通搬送部を、フィニッシャ５００において入
口ローラ対５０２、フィニッシャパス５５２によってサドル共通搬送部を共通搬送路とし
てそれぞれ構成し、折りパス４２０、第 1製本パス５５３、インサータ搬送パス９０８、
ソートパス５２２などは分岐搬送路として構成する。
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【０１０８】
この共通搬送路と分岐搬送路との切換を行うフラッパについて図９を参照しながら説明す
る。図９は図３の折り装置のフラッパの駆動構造を示す模式図である。
【０１０９】
折り装置４００においては、折り搬送水平パス４０２に折りパス４２０が分岐搬送路とし
て接続され、この折り搬送水平パス４０２から折りパス４２０への搬送路切換は折りパス
選択フラッパ４１０による行われる。
【０１１０】
　折り搬送水平パス４０２は、プリンタ３００から出力された用紙をフィニッシャ５００
に導く（Ａ方向に導く）ためのパスであり、折り搬送水平パス４０２の途中においては、
折りパス４２０が接続されている。このパスの分岐点には、折りパス選択フラッパ４１０
が配置されており、このパス選択フラッパ４１０によりプリンタから出力された用紙を折
りパス４ ０へ導くようにパスの切換が行われる。パス選択フラッパ４１０の駆動には、
ソレノイド２０６６が使用される。
【０１１１】
なお、フィニッシャ５００における製本パス選択フラッパ５５１の駆動構成も同様であり
、対応する部材には、括弧付きの符号を付けて表している。
【０１１２】
フィニッシャ５００においては、フィニッシャパス５５２を通過する用紙は、選択的に穴
開け処理、綴じ処理を行った後に、最終的にサンプルトレイ７０１、またはスタックトレ
イ７００に排出される。製本処理を行う際には、フラッパ５５１の切換動作により用紙が
第 1製本パス５５３に導かれ、製本処理を施された後に、最終的にサドルトレイ８３２に
排出される。このフラッパ５５１の駆動にはソレノイド２０７６が使用される。
【０１１３】
　フラッパ４１０（５ ）は、筐体に回転可能に支持されている支軸２５０３を有し、
該支軸２５０３には、それに直交して伸びるアーム部材２５０２の一端が固着されている
。アーム部材２５０２の他端にはＵ字状に切り欠かれ、この他端には、ソレノイド２０６
６（２０７６）の出力軸２０６６ａ（２０７６ａ）に設けられた係合軸２５０１が係合さ
れている。これにより、ソレノイド２０６６（２０７６）の出力軸２０６６ａ（２０７６
ａ）の往復動に応じて、フラッパ４１０（５ ）は支軸２５０３を中心に回転する。ま
た、フラッパ４１０（５ ）は、ばね２５０４によりパス４０２（５５２）を選択する
方向に付勢されている。
【０１１４】
ソレノイド２０６６（２０７６）が通電されていない状態では、図９（ａ）に示すように
、フラッパ４１０（５５１）がパス４０２（５５２）を選択した状態に保持されるととも
に、ばね２５０４によりパス４０２（５５２）を選択する方向に付勢される。これに対し
、ソレノイド２０６６（２０７６）を通電すると、ソレノイド２０６６（２０７６）によ
りフラッパ４１０（５１０）がばね２５０４の付勢力に抗しながらパス４２０（５５３）
を選択する方向に回転され、パス４２０（５５３）の選択が行われる。
【０１１５】
上述の構成により、電源の非通電状態では、折りパス４２０や第 1製本パス５５３などの
特定の処理を行うユニットに導くための分岐搬送路を選択することを禁止し、折り搬送水
平パス４０２やフィニッシャパス５５２のような複数の処理ユニットにまたがる共通搬送
路を選択するから、あるユニットに故障などのトラブルが発生してそのユニットの電源を
遮断されたときでも、共通搬送路が遮断されることによる全ての処理機能の停止を回避す
ることができる。よって、ユニットを機能的に無効に設定したときに、他のユニットが使
えなくなるような事態を招くことなく、故障したユニット以外の他のユニットを最大限に
使用することができる。
【０１１６】
【発明の効果】
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　以上説明したように、本発 よれば、ある機能ユニットの機能停止に起因する全ての
機能停止を回避することができる。例えば、

他の機能ユニットによる処理を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の後処理装置の実施の一形態を含む画像形成システムの全体構成を示す模
式図である。
【図２】図１の画像形成システム全体の制御を司るコントローラの構成を示すブロック図
である。
【図３】図１の折り装置４００およびフィニッシャ５００の構成を示す図である。
【図４】図１の折り装置４００およびフィニッシャ５００を処理機能毎に複数のユニット
分割した例を示す図である。
【図５】図１の画像形成システムにおけるユニット接続状態検出機能の構成を示すブロッ
ク図である。
【図６】ユニット接続状態検出機能の構成をさらに詳細に示すブロック図である。
【図７】ユニット接続状態検出機能における折り機ユニットに対する構成の詳細を示すブ
ロック図である。
【図８】図３のフィッシャの動作手順を示すフローチャートである。
【図９】図３の折り装置のフラッパの駆動構造を示す模式図である。
【符号の説明】
４００　折り装置
４０２　折り搬送水平パス
４１０　パス選択フラッパ
４２０　折りパス
５００　フィニッシャ
５２２　ソートパス
５５１　製本パス選択フラッパ
５５２　フィニッシャパス
５５３　第１製本パス
９０８　インサータ搬送パス
１０００　画像形成装置
２０００　コントローラ部
２００１～２００５　個別ユニット検出回路
２００９　ＣＰＵ
２０１０　機能切離ＳＷ部
２０１１　デイップスイッチ
２０２０　ユニット接続ＳＷ部
２０３０　サンプルトレイユニット
２０３１，２０４１，２０５１，２０６１，２０７１　コネクタ
２０４０　パンチャユニット
２０５０　インサータユニット
２０６０　折り機ユニット
２０７０　サドルステッチャユニット
２０８０，２０９０　信号ケーブル
２０８１～２０８５，２０９１～２０９５　信号線
２０６２　ＯＰアンプ
２０６６，２０７６ソレノイド
２５０４　ばね
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明に
第１の機能ユニットの後処理部の故障等によ

り第１の機能ユニットへの電力供給が停止された状態でも、共通搬送路を介して用紙を第
２の機能ユニットへ搬送できるので、後処理装置全体の動作を停止させずに、第１の機能
ユニット以外の



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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